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要約

　自己隠蔽および抑制的会話態度を測定した過去6回の調査結果を累積して、記述統計と頻度分

布を検討した。さらに、自己隠蔽尺度関連項目および抑制的会話態度尺度項目を含む23項目につ

いて因子分析を行った。抑制的会話態度尺度得点は男性が女性よりも高かったが、自己隠蔽尺度

得点に性差は見られなかった。男性の抑制的会話態度尺度の度数分布パターンには、女性よりも

歪みが見られた。両尺度に関する23項目は、自己隠蔽尺度関連項目の1項目を除き、予想される

2因子に高い負荷を示した。2尺度の独立性と問題点が論じられた。

Abstract

　Data　from　six　question脇ire　surveys　measuring　selLconcealment　and　the　inhibitive

conversational　attitude　were　combined．、　The　descriptive　statistics　and　distribution

pattems　of　the　Japanese　Self℃oncealment　Scale（JSCS）and　the　Inhibitive　Conversational

Attitude　Scale（ICAS＞were　examined，　and　23　items　related　to　the　two　scales　were

analysed　using　factor　analysis。　In　the　ICAS，　the　male　mean　score　was　signifi㈱ntly

higher　than　the　female　one，　while　there　was　no　sex　difference　in　the　JSCS。　The

distribution　pattern　of　male　ICAS　was　slightly　deviated　from　normal　distribution。　The

23items　were　loaded　separately　on　the　expectation　of　two　factors，　without　one　of　the

SCS　items。　Independency　and　problems　of　the　two　scales　were　discussed．
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問　題

　本報告は、自己隠蔽傾向と抑制的会話傾向に関して心理尺度を用いた一連の研究データをプー

ルし、比較的多数の標本に基づく基礎統計量と得点分布を資料として示すとともに、類似する2

つの概念を個別に扱うことに関する因子的妥当性を確認するものである。

　自己隠蔽（selLconcealment）とは、「否定的（negative）もしくは嫌悪的（distressing）と

感じられる個人的な情報を他者から積極的に隠蔽する傾向（Larson＆Chastain，1990）」と定

義される。この特性を測定する心理尺度として自己隠蔽尺度（Self℃oncealment　Scale；SCS；

Larson＆Chastain，1990）が作成されている。オリジナルの英語版尺度は、10項目からなり．

基本的に1因子であること、心理尺度として一定の信頼性があること、社会的支援の量などの変

数を統制した後も、主観的な身体症状と有意な正の相関をもつこと、などが示されている。河野

（1999，2001）はオリジナル尺度に基づいて12項目からなる日本語版自己隠蔽尺度を作成し、大

学生および社会人（河野，1998，2002）に実施して、尺度の信頼性、および．主観的身体症状と

正の相関をもつことを確認した。

　その一方、河野（2000）は、日常的な会話において、自己の否定的な感情や苦境について話さ

ない傾向に個人差があると考え、この傾向をひとまず抑制的会話態度と呼んだ。これは、「他者

との会話の中で、自己の否定的な感情や苦痛についての開示を全般的に抑制する傾向」と定義さ

れる心理特性であり、測定尺度として抑制的会話態度尺度が開発された。その後、東谷・河野

（2003）は英語版の抑制的会話態度尺度を開発し、日米の大学生において、自己隠蔽傾向が高い

回答者は主観的な健康度が低いのに対し、抑制的会話傾向は主観的な健康状態との関連が見られ

ない、もしくは、高い健康状態とわずかに関連していることを示した。

　自己隠蔽傾向と抑制的会話態度はどちらも、自己に関する否定的な情報についての開示を抑制

する傾向である点で共通している。しかし、主観的な健康状態との関連はかなり異なっているこ

とが示されてきた。この知見は、否定的な感情の開示と健康度との関係（Pennebaker，1997；

Lepore＆Smyth，2002を参照）が一般に考えられているほど単純ではないことを示唆する。

　ただし、質問紙法を用いた場合、これらの概念に基づいたこれまでの議論は、両概念が回答上

で弁別されていることが基本的な前提となる。ところが、一連の研究において．この点は十分に

検討されていなかった。

　そこで．本研究では主として、自己隠蔽尺度と抑制的会話態度尺度が因子構造上分離されうる

か否かを検討する。分析にあたっては、これまで実施した複数の調査のうち、日本語版自己隠蔽

尺度とともにオリジナル自己隠蔽尺度にのみ存在する1項目を同時に測定してあり、かつ、抑制

的会話態度尺度をも同時に実施している調査についてデータを集積した。それによって比較的多

数の標本に基づく解析が可能になったため、まず、基礎統計と度数分布を示し、主として性差を
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検討する。その後．因子分析の結果を示して．尺度の因子的妥当性を検討する。

方　法

対i象データ　1999年から2005年までに実施した過去6回の調査データを分析の対象とした。これ

らの調査対象者には、東海地方の大学を中心とする8大学の学生が含まれていた。結果的に回答

者は、計1914名（男性767名．女性1134名、不明13名）となった。調査データには、日本語版自

己隠蔽尺度（河野，1998，2001）に加え、オリジナルのSelf℃oncealment　Scale（：Larson＆

Chastain，1990）にのみ含まれる2項目の和訳項目に対する回答、および、抑制的会話態度尺度

（10項目；河野2000）に対する回答が含まれていた。分析に当たっては、25歳以下の回答者に

限定し、さらに、自己隠蔽尺度に関連する項目、抑制的会話態度尺度項目、性別、年齢のいずれ

かに欠損値をもつ回答をすべて除外した。その結果、ケース数は1849名（男性750名、女性1099

名）となった。回答者の平均年齢は19．6歳（年齢範囲18～25歳、標準偏差1．、28）であった。自己

隠蔽尺度および抑制的会話態度尺度については、5件法（1＝強い否定～5＝強い肯定）で回答

を取得した。

手続き　すべての調査は、大学の心理学系授業の一部を利用して集団実施された。回答に記名は

求めなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果と考察

墓礎統計

　河野（2001）の日本語版自己隠蔽尺度は、10項目からなるオリジナルのSelf　Consealment

Scale（以下、　SCSと略；SCSの日本語訳10項目を日本語SCSと呼ぶ）の和訳項目から9項目を

採用し、さらに独自に作成した3項目を加え、計12項目から構成されていた。したがって、ここ

でデータを集積し．結果を検討した自己隠蔽関連項目は計13項目存在する。これら各質問項目に

ついて、Larson＆Chastain（1990）に示されている10項目と対置した基礎統計を示す

（Table　1）。

　JSCS得点の平均は36．71（標準偏差10。49）であった。男性の平均は36。80（標準偏差10。17）、

女性の平均は36．65（標準偏差10．、71）であり、オ検定によって平均値の差を検討したところ有意

な差はなかった（孟（1847）一〇29，pr77）。日本の先行研究において、河野（2000）は男性が女

性よりも高得点とする性差を見いだしているのに対して、相田・橋本（1999）の結果には性差が

見られていない。本研究の結果は、多様な大学で実施した調査を累計したものであること、サン

プルサイズが比較的大きいことから、より高い一般性が見込まれるので、性差に関する河野
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（2000）の結果を否定するものといえる。参考までに、日本語SCS得点（10項目）の平均は

36。71（標準偏差10。49）であった。この時、男性の平均は30。91（標準偏差8．39）、女性の平均は

30．35（標準偏差＆79）であり、同様に有意な差は見られなかった（孟（1847）＝L35，　p＝．18）。

Table　1．　Basic　statistics　of　each　item　of　the　JSCS　and　the　SCS。
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SOI誰にも打ち明けられない重要な秘密をもっている

SO2自分の秘密はあまりにイやなものなので、他の人には話せない

SO3もし友達に自分の秘密を話したら、友達は私のことを嫌いになると思う

SO4自分について人に話していないことがたくさんある

SO5親友にも話せないことがある

SO6自分を縦しめる秘密をもっている

SO7なにか悪いことが起こったときも、人に話さないほうだ

SO8隠しておきたいことを知られてしまうのがこわいと思うことがある

SO9自分の秘密を話したとしても良いことはほとんどないから、できるだけ
　話さないようにしょうと思う

SlO自分の秘密について聞かれたときには、嘘をつこうと思う

Sll自分自身について、人に打ち明けられないような否定的な考えをもって
　いる

S12自分のことを人に話すことに抵抗を感じる

S13人に話しても自分の苦しみはわかってもらえないと思う
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＊The　JSCS　has　l2　item、s，　SOI，　SO2，　SO3，　SO4，　SO5，　SO6，　SO8，　SO9，　S10，　SIl，　S12，　S13．　The　SCS　items　are　SOI，　SO2，

SO3，　SO4，　SO6，　SO7，　SO8，　SO9，　SlO，　Sll。

　抑制的会話態度尺度（lnhibitive　Conversation　Attitude　Scale；以下、　ICASと略）につい

て、基礎統計を示す（Table　2）。　ICAS得点の平均は29。84（標準偏差7。86）であった。一一方、

男性の平均は3L42（標準偏差7．、93）、女性の平均は28．76（標準偏差7．、63）であり、男性の得点

が有意に高かった（オ（1847）＝7。26，p＜。001）。

　日本人大学生を対象とした自己隠蔽尺度関連項目の平均得点は．社会人を対象としたLarson

＆Chastain（lggo）の結果よりも明らかに高かった。これは、翻訳の問題とも考えられるが、

日本人でも社会人の結果は大学生よりも低得点になる（河野，2002）ことから考えて、回答者の

年齢ないし社会的な条件が2つの研究で異なる点が最も大きく影響しているものと思われる。

　自己隠蔽尺度得点には性差がみられず、抑制的会話態度尺度得点には有意な性差がみられた。

このことは、これらの心理特性は一見類似しているように見えるものの、性役割期待などの影響

の受けやすさが異なることを示唆する。すなわち、抑制的会話態度は．男性はより非感情的であ

るべきとする社会的な性役割（Williams＆Best，1982）を比較的よく反映する特性であるよう

に思われる。
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得点鈴布

　日本語版自己隠蔽尺度得点について、男女を込みにした相対度数分布をFig．1に示す。分布パ

ターンは低得点側の分布がやや厚いことが特徴であるといえるが、単峰的な形状を逸脱するもの

ではない。
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　　　　　Fig．1Frequency　distrib雛t雛ion　of　the　JSCS　in　st雛dents　combined　both　sexes．

　抑制的会話態度尺度得点について、男性（Fig．2）および女性（Fig。3）の相対度数分布を示す。
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　前述の基礎統計量の分析から平均得点は男性が高いことが示されたが、最頻得点範囲について

は男女で同一であることがわかる（最頻値は男女とも30点）。男性の平均得点が押し上げられて

いるのは．低得点帯の分布が薄く高得点帯の分布が厚いこと、特に38～40点の得点範囲に弱い隆

起がみられることによると考えられる。この分布特徴は、男性に平均値の異なる2群の回答者が

混在している可能性をはじめ、一部、尺度として不安定な側面を示唆するものである。しかしな

がら、全体の分布形状はパラメトリック検定を不可能にするほどの二峰性を示してはいない。男

性の分布のゆがみの原因については．今後の検討が必要である。

因子分析

　前項の分析で抑制的会話態度尺度得点に性差がみられたので、性ごとに因子分析（主因子法）

を行い、固有値の減衰状況を検討した結果、男女とも同一の1因子構造と考えられた。自己隠蔽

尺度得点については、平均値に性差が見られなかったことに加え、先行研究（河野，2000）でも

本研究でも、因子構造は男女でほぼ同一の1因子構造であった。そこで以降の分析では．自己隠

蔽尺度関連項目および抑制的会話態度尺度項目について、男女込みで分析を行った。

　自己隠蔽と抑制的会話態度が因子分析的に弁別できるか否かを検討するために、自己隠蔽尺度

に関する13項目に抑制的会話態度尺度10項目を加えた23項目に対して、主因子法による因子分析

を行った。固有値の減衰状況、および固有値1以上の基準のいずれからみても2因子構造と考え

られたので、2因子解（バリマックス回転）における各項目の因子負荷量を示す（table　2）。
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Table　2．　The　result　of　factor　analysis　of　23　items　co盤isting　of　JSCS，　SCS　and　ICAS．

Item．s Factor　LoadingS

I　　　　　　　　II

SOI誰にも打ち明けられない重要な秘密をもっている

SO2自分の秘密はあまりにイやなものなので、他の人には話せない

SO3もし友達に自分の秘密を話したら、友達は私のことを嫌いになると思う

SO4自分について人に話していないことがたくさんある

SO5親友にも話せないことがある

SO6自分を苦しめる秘密をもっている

SO7なにか悪いことが起こったときも、人に話さないほうだ

SO8隠しておきたいことを知られてしまうのがこわいと思うことがある

SO9自分の秘密を話したとしても良いことはほとんどないから、できるだけ話さないよ
　　うにしょうと思う

SlO自分の秘密について聞かれたときには、嘘をつこうと思う

Sll自分自身について、人に打ち明けられないような否定的な考えをもっている

S12自分のことを人に話すことに抵抗を感じる

S13人に話しても自分の苦しみはわかってもらえないと思う

101苦しいことはできるだけ人に聞いてもらいたい

102回分の気持ちは自分だけで整理したいと思う

103自分が不安に感じていることはできるだけ人に言わないようにしょうと思う

104回分の気持ちが沈んでいることはできるだけ話すようにしている

105人の感情的な話を聞くのはいいが、自分は言わないように心がけている

106回分の孤独感は人に言わないようにしょうと思う

107悲しいことはできるだけ人に聞いてもらいたい

108回分が傷ついたことはできるだけ人に聞いてもらいたい

109自分がストレスに感じていることは、できるだけ話さないようにしょうと思う

IlO自分の心配事はできるだけ人に言わないようにしょうと思う
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　自己隠蔽尺度関連項目は主に第一因子に、抑制的会話態度尺度項目は第二因子に高い負荷量を

示した。当然、第一因子は「自己隠蔽」因子、第二因子は「抑制的会話態度」因子と考えられた。

しかしながら、自己隠蔽尺度関連項目中の1項目（SO7）は、第一因子よりも第二因子に高い負

荷量を示した。これ以外にも、自己隠蔽尺度関連項目の中には、項目S12、項目SO4など、第二

因子に比較的高い負荷を示す項目も見られたが、第一因子の負荷量を超えるものではなかった。

内容的にも項目SO7は、自分に生じた否定的経験について他者に開示しない一般的傾向を問う

ものであり、自己隠蔽よりも抑制的会話態度の概念により近い項目と考えられる。これらのこと

から．自己隠蔽傾向と抑制的会話態度を比較検討する際に当該項目を自己隠蔽尺度に含めて測定

することには、問題があるといえる。なお、日本語版自己隠蔽尺度は当該項目を除外して構成さ

れているので、オリジナルの項目よりも問題が少ないと考えられる。
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　それ以外は、各測定項目は因子分析上よく分離されていた。このことは、これら2概念およびそれ

を測定する尺度が回答において弁劉されていることを示す。さらに、前述のように、各測定尺度得点

において性差の有無が異なることも．これら2概念の心理的な特性の違いを示唆するものである。

結　論

　以上のように、自己隠蔽尺度関連項目と抑制的会話態度尺度項目は．異なる因子に負荷するこ

とが示され、これら2つの尺度によって測定される概念の因子的妥当性が確認された。ただし、

オリジナルの尺度に含まれる1項目が、抑制的会話態度により近い概念を測定していることが示

唆された。このことから自己隠蔽傾向と抑制的会話傾向を同時に検討するような研究においては、

当該尺度を除外することが推奨される。
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